
 

 

  

“春ちゃんのひとりごと”VOL.31「・・・・の巻」 
こんにちは、春日健二です。いつもありがとうございます。 
「東北関東大震災」本当に言葉を失うばかりです。恐らく、みなさまも

さまざまな思いが頭を駆け巡っていることでしょう。みなさまの親戚、友人、
知人の方々は大丈夫でしたでしょうか？このような状況になり、簡単には
言葉にできない、でも伝えたい、伝えなければならない“想い”“考え”が溢
れ出てくるのですが・・・。なかなか気持ちの整理が付かない状況です。 
物が溢れている時代。当たり前のもの、当たり前のことへの感謝を忘れ

がち。まずは改めて、そんな当たり前の環境に感謝することから始めたいと
思います。そして、今、自分が被災地の方々にできることを 1 つずつ行って
いきます。 
【お詫び】先月号でお知らせさせていただいた、„社‟新津青年会議所主催の安保先
生の講演会が、災害の影響により中止となりましたこと、お詫び申し上げます。 
 

 スタッフ通信 Vol.２６  

皆様、こんにちは。春日啓子です。だんだん春めいて、 
暖かくなる日も増えてきましたね。 
度々、春ちゃん通信でも紹介させてもらってますが、只今子育て真っ最中

です。 
この前の地震、凄かったですね。何が揺れているのかわからず、乗り物酔

いのようになってしまいました。我が家の 7 か月のお姫様は保育園に通って
いるのですが、お迎えに行った時、きちんとすぐに外に出る事のできる格好を
してもらい、先生がしっかり抱っこしてくれていました。もう本当に感謝でした。
子供たちも異常に怯える事もなく、静かに遊んでいました。ちびっ子が安心し
ていられる環境を作り出す「保育園の先生 
たちってすごいな」と本当に頭が下がります。 
そして、改めて何か起こった時、どうしたら良 
いか考える機会となりました。 
今は東北・関東のみなさんの無事を祈るば 
かりです。 

お詫びとご理解のお願い 
只今、東北関東大震災による災害の影響で、あらゆる商品の入
荷が不安定な状況になっておりますことをお詫び申し上げますととも
に、被災地優先に物資供給されていることをご理解いただきたく、よ
ろしくお願い申し上げます。我々が今できることを一つ一つ行いなが
ら、皆様と共に、この国の復興を心から願うばかりです。 
                              代表取締役 春日 健二 

 「Ｐｒａｙ ｆｏｒ ＪＡＰＡＮ」日本のために祈ろう！  
「Ｐｒａｙ ｆｏｒ ＪＡＰＡＮ」は世界中の人たちが日本を応援するために

送ってくるメッセージです。そのメッセージのほんの一部を紹介します。 
 

●NHK の男性アナウンサーが被災状況や現況を淡々と読み上げ
る中、「ストレスで母乳が出なくなった母親が夜通しスーパーの開店
待ちの列に並んでミルクが手に入った」と紹介後、絶句、沈黙が流
れ、放送事故のようになった。すぐに立ち直ったけど泣いているのが
わかった。目頭が熱くなった。 
●駅員さんに「昨日一生懸命電車を走らせてくれてありがとう」って
言ってる小さい子達を見た。駅員さん泣いてた。俺は号泣してた。 
●千葉の友達から。避難所でおじいさんが「これからどうなるんだろ
う」と漏らした時、横に居た高校生ぐらいの男の子が「大丈夫、大
人になったら僕らが絶対元に戻します」って背中さすって言ってたら
しい。大丈夫、未来あるよ。 
●日本全国の皆さん。やさしさを失わないで下さい。弱い人をいたわ
り、互いに助け合い、許そうとする気持ち失わないで下さい。あなたが
不安な時、きっと周りの人も不安なはずです。これが私達の願いで
す。私達も同じ気持ちで頑張ります。" 
 

今、できること・・・“簡単にできる節電方法„照明編‟” 
誰もいない部屋は消すようにします。昼間は窓があればカーテンを

開け、日光が入るようにすると照明は使わずに済みます。夜はなるべ
く照明を使う部屋に家族が集まり、あちこちの部屋で使わないように
すれば節電になります。  
注意したいのは、照明を使わずにろうそくで過ごすのは、危険性を伴
うことです。ろうそくに火がついた状態で地震が起こり、倒れると火災
の原因になることを念頭に置いておきましょう。 „簡単にできる節電ＨＰより抜粋‟ 


